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１．概要（Summary） 

様々な分野において，液体表面の物性は，学術的にも

産業的にも非常に重要であり，簡易なセンシング技術が

望まれている．表面張力は，光散乱法によって，表面の微

細な熱揺らぎを計測することで求めることが可能だが，液

面が静置する必要があり，光路の精密な設定が要求され

ることもあり，簡易センシングには不適となる．本研究では，

光路設定が不要な表面センシングにつながる技術を探る

ため，微小孔を持つ液面の振動を計測し，周波数解析を

行った． 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
・ 高速大面積電子線描画装置 
・ マスク・ウエーハ自動現像装置群 
 
【実験方法】 

東大スーパークリーンルームにおいて，高速大面積電

子線描画装置およびマスク・ウェーハ自動現像装置群を

利用して，Cr フォトマスクを作成した． 
上記のフォトマスクを用いて，東京理科大学においてフ

ォトリフォグラフィーによって，2層流路を作成した．流路は

PDMS 製で，1 層目は直径 48 から 120 μm の微小円形

孔が空けられており，2 層目の流路により液体が供給され

る構造である．この円形孔内の液体表面に，周波数をシ

フトさせた波長 532 nm のレーザ光を，対物レンズを用い

て集光した．液面からの反射光を取得し，周波数解析を

行った． 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
試料液体に超純水を用いて，液面からの信号を取得し

て FFT 解析を行ったところ，シフト周波数を中心として前

後に緩やかなピークが存在することを確認した．シフト周

波数からの差は，界面活性剤を添加すると減少し，表面

張力が関与していることが確認された．また，異なる径の

孔からは，異なるピーク周波数が得られ，大きな孔ほど低

い周波数となることを確認した．これらのことから，微小孔

からの液面振動を検知でき，表面張力に由来した信号を

取得することができることが示された． 
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Fig. 1 Schematic of experimental system. 


